
水 Jl 集落西からの眺め

水
引
に
残
る
茅
葺
き
民
家
は
L

字

形
に
折
れ
曲
が
つ
て
い
ま
す
。
集

落
周
辺
の
舘
岩
地
域
で
は
「
曲
屋
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
民
家
の
分

類
上
は
出
入
り
口
の
位
置
の
違
い

か
ら
、
岩
手
な
ど
の
「
曲
屋
」
と
区

別
し
て
、
秋
田
、
山
形
、
新
泥
、

福
島
各
県
の
深
雪
地
帯
に
分
布
す

る
「
中
門
造
」
と
い
う
形
式
で
す
゜

明
治
―
一
九
年
の
大
火
後
に
越
後
大

工
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
か
つ
て

は
ど
の
家
に
も
家
の
中
に
馬
が
飼

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
ざ
し
き
」
ヽ

「
う
わ
え
ん
」
は
、
普
段
は
あ
ま
り

使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
日
常
の

生
活
は
「
し
た
え
ん
」
、
「
ど
ま
」
周

り
を
中
心
に
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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山
里
に
静
か
に
仔
む

水
引
の
中
門
造
（
曲
屋
）

内川

17 

檜枝岐

新宿・東京～鬼怒I l l
特急約 2 時間

鬼怒川～会津高原茸g武禍良
約 1 時間

路線パス40分
大宮

20 

尾瀬

たかつス
_ g たかつえ

カントリ
クララ・ 巡）温た2戸宣, 

5 舘岩 4
番屋

帝釈山“゜塁舟ロ
花の百名山
田代山湿原

6
_ 

東京圏

1 8 山
須賀111
'zs 
白河IC

' 道の駅
しもこ・ぅ
*R289 

g。

東
京
圏
か
ら

東
北
道
十
国
道
＋
県
道
で

約
4

時
間

水引集落から
会津高原尾瀬口駅···26km
湯ノ花温泉···2km
木賊温泉··6km
たかつえ高原・・・ 13km

宿泊施設
水引
湯の花温泉

木賊温泉—~l.lWE— 
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ペンション 2
旅館 3
民宿 8

南会津町観光協会舘岩支部
〒967-0304 福島県南会津郡南会津町松戸原55番地

TEL 0241-78-2546 FAX 0241-78-327 4 
http://www.tateiwa-tic.jp/ 

南会津町舘岩総合支所振興課
〒967-0304 福島県南会津郡南会津町松戸原50番地

TEL 0241-78-3330 FAX 0241-78-3008 
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毎
年
、
十
月
最
後
の
士
、
日
曜

日
に
「
茅
刈
り
ツ
ア
ー

」
を
開

催
し
、
外
部
か
ら
の
参
加
者
と

集
落
の
者
が
一
緒
に
な
っ
て
茅

屋
根
の
差
し
茅
に
使
う
ス
ス
キ

を
刈
り
ま
す
゜

晩
秋
の
茅
刈
り

水
引
に
は
不
思
議
で
、

お
か
し
な
伝
承
芸
能

が
残
っ
て
い
ま
す
゜

“
カ
ン
カ
ラ
カ
ン
ト

カ
ン
マ
エ
タ
”
と
い

う
お
囃
子
に
の
っ
て

十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

振
り
で
踊
り
ま
す
゜

伝
承
の
経
路
は
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
、

青
森
県
の
浅
虫
温
泉

に
も
同
様
の
民
謡
が

残
っ
て
お
り
、
山
仕

事
の
人
た
ち
の
酒
席

で
の
余
興
が
芸
能
化

し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
゜

民
間
伝
承
芸
能

水
引
十
人
芸



山神社の鳥居と、その脇の清水場
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集落には7軒の茅葺き民家が残っています
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冬には2mを超える雪に覆われます

水引は福島県の南西、尾瀬国立公園田代山登山口
への入口の標高800mにある集落で、南北に走
る県道を南に下ると日光市に出ます。集落を通る
道はかつて“枯木越え”といわれ、江戸時代前期
の会津風土記に「馬不通」とあります。
集落の起源には、良好な湧き水に魅せられた猟師
が定住を始めたとする説があり、現在も山神社の
脇に美昧しい清水がこんこんと湧き出ています。
明治19年と29年に集落の全戸が消失する大火に
遭いましたが、古＜からの道に沿って大火の後に
再建された 7軒の茅葺き民家が今も残っています。
集落は森と水に囲まれ、四季折閃の山村の風物を
楽しんでいただ＜ことができます。
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